
５
月
17
日
・
18
日
、
東
京
・
大
井
埠
頭

中
央
海
浜
公
園
で
、
国
労
東
日
本
本
部

第
13
回
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
地
本
は
、
家
族
を
含
む
10
人
で

参
加
し
ま
し
た
。

急
遽
エ
ー
ス
投
入

17
日
は
、
優
勝
候
補
の
長
野
戦
。
先

発
マ
ウ
ン
ド
は
長
谷
川
さ
ん
を
起
用
し

ま
し
た
が
、
７
年
振
り
の
野
球
大
会
参

加
の
為
か
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
定
ま
ら

ず
、
急
遽
エ
ー
ス
笹
川
さ
ん
を
投
入
し

て
食
い
下
が
り
ま
し
た
。

チ
ャ
ン
ス
は
作
っ
た
が

攻
撃
で
は
、
阿
部
さ
ん
・
近
藤
さ
ん

の
長
打
も
出
て
チ
ャ
ン
ス
は
作
っ
た
が

若
い
力
も
加
わ
っ
た
長
野
に
圧
倒
さ
れ

５
回
コ
ー
ル
ド
完
封
負
け
で
し
た
。

18
日
は
、
前
回
優
勝
の
高
崎
戦
で
し

た
。
先
発
マ
ウ
ン
ド
は
近
藤
さ
ん
。
立

ち
上
が
り
無
失
点
の
上
々
の
ス
タ
ー
ト

で
し
た
。

こ
れ
を
弾
み
に
、
新
潟
の
攻
撃
に
期

待
す
る
も
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
が
遠
く
、
逆

に
味
方
の
エ
ラ
ー
か
ら
失
点
を
重
ね
て

し
ま
い
ま
し
た
。

新
潟
も
４
回
、
本
多
さ
ん
の
タ
イ
ム

リ
ー
等
で
３
点
を
返
し
ま
し
た
が
、
５

回
コ
ー
ル
ド
負
け
で
し
た
。

５
月
も
後
半
に
な
り
新
緑
の
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
今
、
梅
雨
の
前
で
一
番

良
い
頃
で
す
ね
。

山
へ
行
か
れ
た
方
、
山
菜
取
り
に
行

か
れ
た
方
〜
今
年
は
雪
が
多
い
よ
う
で

す
ね
。

エ
リ
ア
本
部
の
野
球
大
会
が
無
事
に

終
了
し
ま
し
た
。
成
績
は
、
も
う
少
し

の
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
選
手
の
み
な
さ

ん
が
ケ
ガ
も
無
く
無
事
に
終
了
し
た
こ

と
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
ん
だ
ん
年
齢
が
高
く
な
り
身
体
が

思
う
よ
う
に
動
か
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
組
織
拡
大
を
み
ん
な
で
進
め
て

若
い
人
達
と
一
緒
に
参
加
し
た
い
で
す

ね
。
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国労魂を感じた

先ずは、参加された１０人の選手に感謝申

し上げます。老体に？ムチ打って参加する人、

あるいバッティングセンターで練習する人も

あり、それぞれが自分の役割を果たそうとす

る姿に国労魂を感じました。

結果は２試合共コールド負けでしたが怪我

無く野球が出来、尚もヒットも毎回近く出て

スコア程の力量差は感じませんでした。次回

は、悲願の勝利と若い仲間を加えて参加でき

る様、頑張りたいと思います。

★ 佐藤（昌）選手 新一運

★ 佐藤翔太選手 家族

★ 本多選手 新一運

★ 加藤選手 新潟車両センター

★ 阿部（光）選手 新潟駅

★ 石川選手 新津駅

★ 笹川選手 直江津運輸区

★ 福富選手 長岡車両センター

★ 近藤選手 長岡車両センター

★ 長谷川選手 長岡車両センター



第
２
は
社
会
保
障
切
捨
て
と

一
体
の
大
増
税

老
齢
年
金
、
障
害
年
金
の
給
付
削
減
な

ど
を
皮
切
り
に
、
年
金
支
給
開
始
を
68
〜

70
歳
に
先
延
ば
し
す
る
、
医
療
費
の
窓
口

負
担
を
増
や
す
、
保
育
へ
の
公
的
責
任
を

投
げ
捨
て
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
」
を
導
入
す
る
な
ど
、
社
会
保
障
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
高
齢
者
に
も
、
現
役

世
代
に
も
、
子
ど
も
に
も
、
負
担
増
と
給

付
削
減
と
い
う
連
続
改
悪
を
進
め
る
計
画

で
す
。

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
と
い

い
ま
す
が
、
「
一
体
改
悪
」
が
そ
の
正
体

で
す
。

第
３
は
日
本
経
済
を
ど
ん
底
に

突
き
落
と
し

財
政
破
た
ん
も

い
っ
そ
う
ひ
ど
く
す
る

１
９
９
７
年
、
橋
本
内
閣
の
も
と
で
強

行
さ
れ
た
消
費
税
の
５
％
へ
の
増
税
と
医

療
費
値
上
げ
な
ど
総
額
９
兆
円
の
負
担
増

は
、
当
時
、
回
復
の
途
上
に
あ
っ
た
景
気

を
ど
ん
底
に
突
き
落
と
し
、
そ
の
結
果
、

財
政
破
た
ん
も
い
っ
そ
う
ひ
ど
く
し
ま
し

た
。

消
費
税
10
％
引
き
上
げ
で

13
兆
円
の
増
税

税
収
の
落
ち
込
み
と
「
景
気
対
策
」
の

た
め
の
財
政
支
出
で
、
国
と
地
方
の
長
期

債
務
は
わ
ず
か
４
年
間
で
２
０
０
兆
円
も

増
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
消
費
税
10
％
へ
の
引
き
上
げ
で

13
兆
円
も
の
大
増
税
に
な
る
の
に
く
わ
え

年
金
額
の
削
減
な
ど
を
含
め
る
と
年
間
16

兆
円
、
さ
ら
に
す
で
に
決
め
ら
れ
た
制
度

改
悪
に
よ
る
年
金
、
医
療
な
ど
の
保
険
料

値
上
げ
に
よ
る
負
担
増
を
あ
わ
せ
る
と
年

間
20
兆
円
も
の
大
増
税
に
な
り
ま
す
。

大
企
業
の
リ
ス
ト
ラ

し
か
も
、
日
本
経
済
の
長
期
低
迷
と
世

界
経
済
危
機
、
こ
れ
ら
を
「
口
実
」
に
し

た
大
企
業
の
大
リ
ス
ト
ラ
、
雇
用
破
綻
の

も
と
で
、
国
民
の
所
得
が
大
幅
に
減
り
貧

困
の
と
格
差
が
広
が
り
、
多
く
の
中
小
企

業
が
経
営
難
に
お
ち
い
り
、
地
域
経
済
が

深
刻
な
疲
弊
の
も
と
に
あ
る
さ
な
か
で
の

大
増
税
で
す
。

そ
れ
は
、
国
民
の
暮
ら
し
に
は
か
り
知

れ
な
い
打
撃
を
与
え
、
日
本
経
済
を
ど
ん

底
に
突
き
落
と
し
、
財
政
破
た
ん
を
い
っ

そ
う
ひ
ど
く
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
す
。

「国鉄新潟」 国鉄労働組合新潟地方本部 新潟市秋葉区善道町１－１－１ 0250ー24－8336 2012年5月26日

子どもたちを被爆させた政府の責任は重大

福島原発事故から８０日近く過ぎた５月下旬、原発からおおよそ６０

キロ離れている福島市で、ある市民団体がフランスの放射線測定機関の

協力を得て、６～１６歳の男女１０人の尿検査を行いました。

結果は、１０人全員の尿から放射性セシウムが検出されました。その

子どもたちは、原発の水素爆発事故当時、およびその後の数日間、屋内

に退避をせずに外で遊んでいたり、学校でクラブ活動さえしていました。

そして、放射性ヨウ素とセシウムを吸い込んで被爆しました。

こうしたことから、福島県は、水素爆発事故が発生した当時０～１８

歳の子どもたち全員を対象に甲状腺検査を２年ごとに行い、２０歳に達

してからは５年ごとに、生涯にわたってチェックしていく仕組みを決め、

１０月９日から甲状腺検査が始まりました。対象となる子どもは総勢約

３６万人に上る見通しのことです。

福島第一原発で水素爆発が起きたのは３月１２日～１５日でした。そ

の翌日の３月１６日、当時の枝野官房長官は記者会見で、文科省が原発

から半径２０～３０キロ圏内での放射線量について「直ちに人体に影響

を及ぼす数値ではない」「建物の中に、あるいは２０キロの内側より外

に出てくださいという状況の指示を出しているが、現時点ではここで観

測された数値は、そこで活動したらただちに危険という数字ではない」

などと発言しました。ところが、文科省は、３月１５日浪江町赤宇木地

区で毎時３３０マイクロシーベルトもの放射線量を観測していたのです。

子どもが３人に１人が甲状腺癌発生

しかも、３月１５日は福島第一原発から北西に風が吹き、飯館村やそ

の先の福島市に汚染が拡散することはＳＰＥＥＤＩ（緊急迅速放射能影

響予測ネットワークシステム）によって情報を収集できていたのです。

にもかかわらず、その情報を公開せず、飯館村・福島市の住民を屋内退

避させませんでした。それどころか、学校でのクラブ活動さえも止めな

かったのです。そのために子どもたちが被爆し、尿から放射性セシウム

が検出されたのです。

チェルノブイリ原発事故では、事故の後に外で遊んでいて被爆した子

どもたちの３人に１人が甲状腺癌を発生しています。チェルノブイリ原

発事故を教訓とせず、子どもたちを被爆させた行政府の責任は極めて重

大であると叫ばないではいられません。

★「恐るべき柏崎刈羽原発の危うさ」にいがた自治体研究所編から


